
 

 第 4号 （2011年度-第 1 号） 
 

 

 「飛鳥川を軸にした川辺のまちづくり懇談会」を 7 月 1 日に開催しました。この懇談会は昨年度に引き続き、今回が第５回目となります。今年度から新たに矢部自治会、新木自治会、奈良中央信用金庫の皆さんにも参画いただき、奈良県のモデル地区となった飛鳥川の川辺のまちづくりについて検討する会議です。 懇談会では、今年度の実施方針などについて議論が行われました。今年度は、地域の皆さんが参加するワークショップなどを踏まえた将来の川辺のまちづくりについて議論していきます。また、飛鳥川やその周辺地域において、皆さんが川と触れあい親しめるような様々なイベントの開催を予定しています。 
 

 

 将来の川辺のまちづくりの検討の一環として、色々な立場からご意見やアイデアをお聞きするため、川辺のまちづくりワークショップを開催しました。ワークショップは２回にわたって開催し、炎天下でのまち歩きや、活発な意見交換を行っていただきました。ご参加いただきましたみなさま、ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛鳥川のある暮らし 飛鳥川のあるまち 川辺川辺川辺川辺のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり 
ニューズレター 

平成 23 年 8 月 

 

＜飛鳥川の川辺＞ ・近づきにくい存在、木々が鬱蒼として暗くて危険な印象（暗い、汚い、怖い：３K） ・水に直接触れることができない ・昔は水がきれいだった ・いつもかわせみの写真を撮る人がいる風景がある ＜農地・風景等＞ ・二上山・畝傍山など山がとてもきれい ＜豊かな歴史資源＞ ・卑弥呼のいわれもある神社、太子道の名残等がある ＜周辺の施設＞ ・施設に入ったことがない人が多い ・地元の人も利用できるが、利用できるという情報が無い 
 

 

 

 

 

 

・水にふれ、子どもや親が水遊びをするような川になれば良い ・障がいのある人やリハビリする人が使える水辺になればよい ・飛鳥川を桜の拠点にして、誇りをもって紹介し、たくさんに人に来てもらう、住んでいる人も桜を楽しみたい ・ホタルの飛ぶ川にしたい ・美しい風景を維持したい ・豊かな歴史資源を PR してもらう ・まずは地元のみんなが知る必要がある ・子育てに関する講演を行うなど、施設にいる専門の人を活かしてはどうか ・スポーツや地域の催しの場として利用してはどうか  

第５回 飛鳥川を軸にした川辺のまちづくり懇談会を開催しました    奈良県では自治体が主体となり、河川巡視や清掃を主とする「「「「川川川川をきれいにしをきれいにしをきれいにしをきれいにし隊隊隊隊」」」」を編成しています。 飛鳥川でも田原本町、奈良県桜井土木事務所・土木部河川課により、8 月 3 日（水）に清掃活動を行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛鳥川水辺の活動 
川 を き れ い に し 隊 

発行（事務局）    奈良県奈良県奈良県奈良県    桜井土木事務所桜井土木事務所桜井土木事務所桜井土木事務所    計画調整課計画調整課計画調整課計画調整課    
  〒633-0061 桜井市上之庄３２７ 電話(0744)42-9191（代表） FAX(0744)42-1073     奈良県奈良県奈良県奈良県    土木部河川課河川計画係土木部河川課河川計画係土木部河川課河川計画係土木部河川課河川計画係        
  〒630-8501 奈良市登大路町 30 番地 電話(0742)22-1101（代表） FAX(0742)22-1399 

川辺のまちづくりワークショップを開催しました 

・歴史的に見ても価値のある川なので再生できれば奈良の誇りにもなる ・昔のようにきれいになって、地域みんなのいやしスポット的な川になってほしい 
 良いところ・問題点は？ こんなまちに したい！ お知らせ ７月 18 日「奈良県山の日・川の日」に予定していた「「「「飛鳥川一斉清掃飛鳥川一斉清掃飛鳥川一斉清掃飛鳥川一斉清掃」」」」ならびに、7 月 20 日（水）に予定していた「「「「アクリルタワシアクリルタワシアクリルタワシアクリルタワシ作作作作製講座製講座製講座製講座」」」」は、台風 6 号の接近に伴い中止となりました。 今後とも、飛鳥川に関連する様々なイベントなどを進めて参りますので、みなさまの参加・ご協力をお願いします。 今後、こんな取り組みを予定しています！ ○ 飛鳥川周辺での花植え・桜の植樹 ○ 水質改善キャンペーン ○ 飛鳥川一斉清掃 ○ 多神社と連携したイベント など 

どうすればよい？ 

・協力できることは協力していきたい ・無関心にならず、常にどこかで関心をもっていることが必要 ・このような話し合いを今後も継続して欲しい 
 

まち歩きの様子 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの様子 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの取りまとめ結果 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加者の声 


